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要約

　現在，車いすスポーツは，上肢機能障害の有無を基準として2クラスに分けられている、車い

すテニスや車椅子バスケットボールは，車いすマラソンのように連続したプッシュ動作を行うこ

とは少なく，コート内での数プッシュ程度の直線駆動動作が頻繁にある．そこで本研究は，車い

すテニス競技における直線駆動動作に着目し，脊髄損傷レベルと車いすテニス競技の直線駆動能

力との閣係を明らかにすることを目的とした、被験者は車いすテニス競技選手，脊髄損傷者鈴

名であった．測定は，競技用車椅子にてIL88m（ベースラインからネットまで）のタイム計測

と握力の2項目とした．計測にはテニスコート（ハードコート）を使用した．車いすテニス競技

では，高位脊髄損傷グループより低位脊髄損傷グループが直線駆動能力に優れていることが分かっ

た（pぐ05）、脊髄損傷レベルは競技力（ランキング）とは閣係性はみられなかったが，直線駆動

能力と相関がみられた．高位脊髄損傷グループの能力向上には，トレーニングの種類や方法など

の有用性について検討が必要である．

Abstract

The　purpose　of　this　stu。dy　was　to　examine　the　effects　of　wheelchair　propulsion　on　spinal

cord並lury　level　for　wheelchair　tenr皇is。　Twenty弍hree　Japanese　male　wheelchair　ten．nis

players　with　spinal　cord　injuries　participated　in　this　study．　The　researcher　measured　the
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time　of　an　ll。88m　dash　with　each　player　for　tennis　games　at　the　tennis　court／hard

court）and　grip　stren．gth　test、　The　dash　ability　in　wheelchair　ten．nis　was　significantly

better　for　low　paraplegia　th細．　for　the　high　paraplegia　and　tetraplegia（pぐ05＞．　The　level

of　spinal　cord並lu．ry　did　n．ot　significan．tly段ffect　the　wheelch段ir　tenn．is　ran．kir皇g。　Dash

time　significantly　correlated　to　the　rankiぬg．　It’s　important　to　examine　the　usefulness　of

the　t：raining　of　high　paraplegia．，

嘱．緒讐

　2012年はイギリス・ロンドンでオリンピック競技大会・パラリンピック競技大会が開催され，

出場選手の活躍が連日報道されていた、オリンピック競技大会では204か国10，500名の選手が

参加，26種目302のメダルイベントが行われた（10C，2012），一方，パラリンピック競技大会

では，164か国4，250名の選手が参加，20種目503のメダルイベントが行われた（IPC，2012），

双方の競技大会の種目数を比較するとオリンピック競技大会が6種目多いが，メダルイベント数

は約200イベントとパラリンピック競技大会が多い、そのメダルイベント数が多い事実には，各

種目に設けられたクラス分けが影響していると考えられる．

　現在，様々な障害者スポーツの種目においてクラス分けは必要なシステムとなっている，矢部

ら（2009）は，障害者スポーツにおいて，障害に基づく能力差が存在する場合も多々あり，不公

平なく勝敗を決するように「クラス分け」や「持ち点制」が採用されていると述べている、／列え

ば車いすテニスおいては，上肢機能障害の有無を基準としたクアードクラスと，男子，女子，ジュ

ニアの4クラスに分かれている．

　車いすスポーツにおいて障害の種別や損傷レベルが競技力や体力に大きな影響を及ぼすことは

広く知られている、Yabe（2003）は脊髄の高位損傷による頸髄損傷者では，上肢の運動機能は

極めて低いが，低位損傷の腰髄損傷者では健常者とかわるものではく，車いすマラソンの記録で

比較すると1時間の差となって表れてくると報告している．しかし，車いすテニス競技において

は，車いすマラソンのように連続したプッシュ動作を肴うことはなく，コート内での数プッシュ

程度の直線駆動動作が頻繁にある、そういった短距離の直線駆動能力と損傷レベルに着目した研

究はなされていない、

　そこで本研究は，車いすテニス競技における直線駆動動作に着目し，脊髄損傷レベルと車いす

テニス競技の直線駆動能力との関係を明らかにすることを目的とした．

豊．方法

四．対象

対象は，日本車いすテニス協会ランキング（以下，日本ランキング　JWTA　Ranking）を保
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持している男子車いすテニス選手の脊髄損傷者23名であった．日本ランキングとは，国内で開

催されている大会での結果をもとにポイント制としてランキングが発表されている、グループの

分類として，Mulroyら（2004）と同様に，損傷レベル別にTetraplegia（頸髄損傷レベル5番

から8番：C5－C8），　High　Paraplegia（胸髄損傷レベル3番から9番：T3－T9），　Low

Paraplegia（胸髄損傷レベルlo番から12番と腰髄損傷レベル1番：Tlo－Ll）の3グループと

した、車いすテニスの競技クラスは，Tetraplegiaはクアードクラス，　High　ParaplegiaとLow

Paraplegiaは男子クラスであった，脊髄損傷レベル，年齢車いすテニス歴を表1に示す，被

験者には，実施目的や内容を説明し，事前に同意を得て測定を行った，

　　　　　　　　　　　　　　表董　グループと被験着基本情報
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　艶一2．方法

　測定期間は，2010年10月より2011年3月であった、日本ランキングは2011年1月17日時点のも

のを使：用した．

　測定は，ベースラインからネットまで（11。88m）の直線駆動と握力の2項目とした．握力は，

スメドレー式握力計を使用し，ラケット保持測の握力を測定した．計測は，車軸の高さに設置し

た光電管センサー（Speed写rap　II　Wireless　Timing　System，　Gill　Athletics社）を用い，テ

ニスコートで各自の競技用車いすで，ラケットを保持し実施した．それぞれ試技は2回行い良い

記録を採用した．

　分析は，統計ソフトjs8TARを用い3グループのテスト結果をもとに，独立した1要因の分

散分析およびTukeyのHSD法による多重比較を行った、また競技力を日本ランキングで示し，

競技力（以下，ランキング）と損傷レベル，ランキングと直線駆動能力の相関を求めた．

3．結粟

　握力は，Tetraplegiaは16．6±10．、9kg，High　Paraplegiaは57。0±5。6kg，　Low　Paraplegiaは

5＆8±5。Okgであった．独立した1要因の分散分析を行った結果，グループの主効果は有意であっ

た（F（2，20）一56．05，pぐOl），　HSD法を用いた多重比較によると．　Tetrapleg捻は．　High

ParaplegiaとLow　Paraplegiaの2グループよりもそれぞれ有意に握力が小さかった
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（MSe－81。0053，　pぐ05）．　High　ParaplegiaとLow　Paraplegiaには有意な差はみられなかった

（図1）、

　lL88　mの直線駆動では，　Tetraplegiaは4。71±026秒，High　Paraplegiaは4。62±037秒，

Low　Paraplegiaは434±038秒であった，独立した1要因の分散分析を行った結果，グループ

の主効果は：有意であった（F（220）40。33，pぐ01）．　Low　Paraplegiaは，　TetraplegiaとHigh

Paraplegiaの2グループよりもそれぞれ有意にタイムが短かった（MSe－0．1163，　Pぐ05）、また，

TetraplegiaとHigh　Paraplegiaには有意な差はみられなかった（図1）、

　High　P齪aplegiaとLow　Paraplegiaグループが含まれている男子クラス，　Tet膿plegiaグルー

プが含まれるクアードクラスどちらにおいても競技力と損傷レベルの相関関係はなかったが（図

2），ランキングとダッシュタイムにおいては，男子クラス（r－0．594，pぐ05），クアードクラス

（岸0。716，pぐ05）のどちらも有意な相関関係が認められた（図3）．
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1薮

尋．考察

　Tetraplegiaは上肢機能障害を伴うグループであることから，障害によって手指掘持能力が他

の2グループよりも低いと考えられた、テニスラケットを保持する際には，テーピングやグロー

ブといった把持動作をサポートする用具が必要となる．対して，Low　ParaplegiaとHigh

Paraplegiaでは，障害部位が掘持動作に影響がないため，テニスラケットもサポートなしで保

持できる．以上ことから，Low　ParaplegiaとHigh　Paraplegia両グループ問での手指掘持能

力に差はみられない結果となった、

　11。88mの直線駆動は，　Low　ParaplegiaはTetraplegiaとHigh　Paraplegiaの2グループよ

りもそれぞれ有意にタイムが短く，またTetrapleg捻とHigh　Parapleg捻との間には差がなかっ

た（図1）．Mulroyら（2004）は車いすエルゴメーターで駆動力を算出し，　Low　Paraplegia

はTetraplegiaのレベルに差がみられ，：Low　ParaplegiaとHigh　Paraplegiaには駆動力の差

がみられなかったと報告している、本研究では，Low　ParaplegiaとHigh　Paraplegiaにおい

てはMulroyら（2004）と異なる結果であった．これは，車いすエルゴメーターと実際の走行

という面での違いと一般車いすと競技用車いすという違いがあったのではないかと推測された．

車いすを漕ぐ際：Low　ParaplegiaとHigh　Paraplegiaの障害部位としての違いは，残存機能

として姿勢を保ち，安定させるための腹筋や背筋が機能しているかどうかが異なる（Goosey，

2010），また安藤ら（2012）によると，直線駆動動作は俊敏なプッシュ動作とリカバリー動作，

駆動パワーが必要と示している．つまり，これらの能力を引き出すためには，体幹の機能が大き

く影響するのではないかと推測された、

　男子クラスとクアードクラスという競技カテゴリーの範囲内では，脊髄損傷レベルとランキン

グには相関がみられなかったが（図2），直線駆動能力はランキングと有意な相関関係が認めら

れた（図3）．直線駆動能力は脊髄損傷レベルの影響はだけではないことと考えられる．男子ク
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ラスでは，ランキング上位にLow　Paraplegiaの選手とHigh　Paraplegiaの選手が含まれてい

る（図2）、High　Paraplegiaの選手は，トレーニングにより，直進駆動能力が向上する可能性

がある．これには，車いすを漕ぐためのプッシュ動作とリカバリー動作の改善が関連していると

考えられる（安藤ら，2012），以上のことから，High　Paraplegia選手の直進駆動能力向上のた

めに，トレーニングの種類や方法について検討する必要がある．

騒．豪と：め

　車いすテニスにおける直線駆動能力は，高位脊髄損傷グループより低位脊髄損傷グループが優

れていることが分かった．脊髄損傷レベルは競技力（ランキング）との関係性はみられなかった

が，競技力はダッシュタイムとの相関がみられた、高位脊髄損傷グループの直線駆動能力向上に

は，トレーニングの種類や方法などの有用性について検討が必要である．
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